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技術の特徴

種類が異なるめっきの、実環境における耐用年数を算定し、寿命予測およびLCC評価を行います。

めっきの腐食量モニタリング

Cat.No 3D6J-053-00-260616

● 溶融亜鉛・亜鉛合金めっきの腐食量をその場で、連続的に把握できます。

従来困難だった、めっき材を用いた電気抵抗式センサでの腐食評価を実現しました（特許出願済み）。
電気抵抗法（ER法）を応用し、めっき層の減肉量を把握します。

● 実環境における腐食の“進み方”を把握できます。

試験片による評価では不可能な、経時的な腐食量の変化を測定できます。
凍結防止剤散布などの環境変化と腐食進行の関係を可視化します。

● 耐用年数、寿命予測、LCC評価まで一貫して実施できます。

得られた腐食データから耐用年数を推定し、LCC（ライフサイクルコスト）を検討できます。
維持管理判断に使える“数字”を提供いたします。

評価事例

● 道路敷設物、鉄塔、橋梁等に用いられるめっき材

● 任意の亜鉛系めっき材でセンサを製作可能

● 任意の現場での防錆仕様の検討に最適

測定原理

腐食してセンサが薄くなるほど、電気抵抗が増加します。
めっき+基材を合成抵抗として扱うことで、めっき層のみの減肉量をμmオーダーで把握できます。

☆ 腐食による厚さの減少に反比例して電気抵抗値が上昇

STEP1

実環境にて候補のめっき材
センサを使用し腐食量を測定
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STEP2

近似式から精度の高い
寿命予測を実施

めっき材・施工コストを計算し
LCCを検討

STEP3

■ めっきB
■ めっきA

■ めっきB

■ めっきC

適用対象・用途例


